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※出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第7回院内研修

日時：12/14(木)、12/15(金)　17：30～18：30　　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故発生時の報告と記録について考える　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。

・看護グループ内研修
日時：12/13（水）17：15～　　場所：メンタルケア病棟3階　会議室前
テーマ：「救急対応」　　　講師：東　SGM
対象：全スタッフ

※当日の出欠予定の入力は各自で行うこと。まだ1回も出席していないスタッフは、年度内に1回は出席すること。

看護課共有→病棟事業・プログラム→教育研修→H29年度→出席表
・八戸赤十字病院認定看護師の会　オープンセミナー
　日時：1/20（土）　13:30～15:00　　　　場所：八戸赤十字病院　2階　日赤ホール

　テーマ:認知症のせん妄対応について　　　
　定員：30名程度　　　　参加費：無料

※参加申し込みは佐々木AOMまで（1/12（金）が日赤病院の締め切り）

・インフルエンザの予防接種について

日時：12/19（火）15：00～16：00　　　場所：4階ユーティリティホール

予防接種は予約制となっているが、ワクチンが不足しているので、特段の理由がない場合には12/19に行うことになる。
・法人忘年会について

　日時：12/25（月）　18：30～21：00　　場所：八戸プラザホテル　本館

　余興→エントリー受け付けは12/15（金）17：00までに、エントリーシートを提出すること。　　提出先：精神領域　金子真子さん
・納会について

　日時：12/30（土）　　納会→17：15～17：50　　懇親会→17：50～18：40

　場所：メンタルケア病棟　3階　　会議室・ホール

※当日、出勤の職員は17：15～の納会へ必ず参加すること。（時間厳守）

・新年互礼会について

日時：1/4（木）　17：30～19：00　場所：ここりの郷（古民家）

※当日、出勤の職員は挨拶をしてから帰ること。
・クリスマス会は物品発注の決裁が下りたため個人負担は無し。ミーティングなどで利用者様に伝え、参加を促していく。

・浜辺信明様の医療観察法によるケア会議開催について

　日時：12/20（水）15：00～16：00　　場所：病院2階　会議室

・風邪等で体調を崩している利用者やスタッフがいるので、早めに受診したり、体調が悪い時には休むなどして、他者にうつさないようにしていくこと。

・曽我泰庸様の入浴について

　入浴を火曜日と金曜日に行っているが、入浴時間を忘れているため、時間になったら入浴の声かけと、入浴用のタオルが浴室入り口にあることを伝えていく。入浴が終わったら、タオルを浴室入り口に干すよう声をかける。忘れると濡れたままのタオルをロッカーにしまいこんでしまうため。

　⇒入浴時間：火曜日･･･11時　　　金曜日･･･13時

　

＜提出物＞
・1月プログラムテキスト～12/18（月）17：00までに提出。小嶋SGMが12/19（火）～12/24（日）不在で、12/20締め切りとすると、決裁が12/25（月）以降となるため、上記期限とする。

・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。

　※今回は医師の評価は必要ない。ただし、新規利用者で週4～5回利用しており、一度も医師の評価をもらっていない場合には医師の評価も必要となる。

対象者：上川原豊様、竹洞聡様

※作成する際に、担当スタッフ名を間違えないこと、既往歴を合併症に修正して記載すること、内容について症状・病識・服薬状況・病状の安定性など治療に関することは必ず記載すること。

・12月月報：1/4（木）までに作成すること。
＜利用者様情報＞　
デイケア

・倉石　ヨシエ様～青風荘スタッフより情報提供があり、奥寺整形外科を受診した結果、鎖骨骨折と診断され、湿布対応のみで経過観察するとのこと。来所時には骨折部位の痛みを訴えており、プログラムに参加せずに休養していることが多い。骨折部位の痛みに注意しながら適時介入していく。

・佐々木　理佳様～以前仕事をしていたユニバースで昼のレジ係の求人があり、主治医からは止められていたが、内緒で応募している。応募の結果により、対応を検討していくこととしている。

・若松　邦生　様～グループホーム世話人より情報提供があり、昨日職場の体験利用を欠席し、理由を他者が原因であると話していたとのこと。デイケアには冴えない表情で来所し、自ら「昨日、仕事休んだ」「休みの連絡は自分でした」と話している。休んだ理由は漠然とした体調不良とのことで、昨日は終日寝ていたとのこと。普段行っている勉強について聞くと、12月に入ってからは手を付けておらず、その余裕を持てないと話している。休みの連絡を自分でできたことを評価し、仕事に対しての気持ちに揺らぎがある時は特定相談員、グループホーム世話人、通所スタッフ等、誰でもいいので相談するよう促すと「わかりました」と話している。以降、冴えない表情が継続して見られているが、普段通りプログラムに参加しており、空き時間には仲の良い利用者と表情良く交流しながら過ごしている。上記情報はグループホーム世話人へ情報提供している。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～来所時より多動さなく座っており、プログラムにも途中退席なく参加している。昼食後より外出要求は聞かれないも、場所を転々と変えて座っている。声掛けすると「なんか落ち着かない」と話している。作業療法には、計算問題に取り組んでいるが途中で絵を書いており、集中力が続かない様子が窺える。今後も、プログラムの参加状況を観察しながら所在確認を徹底していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後は自室にて過ごしており、時折、他メンバーを睨むことがあるが、他者トラブルなく過ごしていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、ロッカーの上にコップを置いたことを忘れており、コップを探して他者のロッカーを開けているため介入している。また、同じことを何度も繰り返し話すことや、突然放歌を始めており介入も聞き入れずにいる。午前中の各プログラムには遅れて参加しており、遅れて入っても真ん中の席に行き、人と人の間に入ろうとしており、マイペースである様子が窺える。作業療法では、メモ帳に書き物をしていて、何度も漢字を聞きに来ては、スタッフの顔を見ながら様子を確認している。最近、開始時間を守ってプログラムに参加していないため、今後も必要時は介入していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～12/11（月）来所時には、頭髪のベタつきや体臭が感じられていたが、昨日は同傾向は見られない。最近入浴をしているのかを尋ねると家で入浴していることを話し、続けて家での入浴の仕方や青陽館で入浴しなくなった経緯、銭湯での思い出などを多弁気味に話し始めている。入浴頻度は2日に1回程度とのことで、冬季間で汗をかきにくい時期だがこまめに入浴をするよう促している。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　笹目子　誠　様　）

実施日：H29年12月14日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：柴崎

検討内容　目標･治療計画の見直し

	氏名
	笹目子　誠
	性別
	男
	年齢
	30
	生年月日
	昭和62年9月16日

	主病名
	気分変調症
	合併症
	うつ状態、統合失調症

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得　2.身体機能の維持・向上　3.対人関係の改善　4.作業能力・持続性の向上　5.病識を身に付ける　6.社会資源の利用

	本人希望
	社会復帰をする。

	入院歴
	計　0　回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：H29年10月25日～現在　　（4週に1回/水曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：アパート
	家族構成：父、姉、甥、姪

	利用制度
	自立支援医療
	年金:受給
	なし

	[image: image1.emf]備考：事例検討に必要な情報を記載
母様H20頃死去
姉様32歳


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	社会復帰をする。
	①不安や恐怖を感じた時の対処法を身につける。


	①不安や恐怖を感じた時はスタッフに相談する。
	①相談しやすい関係を築くために、スタッフは声かけを行っていく。

	
	②睡眠や食事をしっかり摂り生活リズムを整える。
	②デイケアやデイケア以外での日中活動を行い、生活リズムを整える。
	②デイケアでのプログラム参加状況を確認し、感想や興味のあることを聞き、デイケア以外での活動につなげる。


【検討内容】治療計画の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不安や恐怖を感じた時はスタッフに相談する。
	・本人の意向として「社会復帰をしたい」と青南病院を受診しデイケア利用となったが、姉様が実家に戻ってきたことを期に、働いていないことを責められ父親と相談した結果、「社会復帰をしたい」と青南病院受診となった経緯がある。

・高校は通信制の高校に通い、在学中に友人に誘われチラシを挟むアルバイトの体験をしたが体験だけで終わり実際に就労することはなかった。

・デイケアに通う上での目標を尋ねるが、「まだわからない」と具体的な目標を話すことはない。
・デイケアではスタッフが声を掛けるとプログラム参加の感想について話している。

・体験利用時と比較すると表情が良くなっている。
	・「自立する」という目標を長い期間で考えて達成できるようにする。小さい目標を設定し達成していることを評価していく。続けて通うことができていることや、前回より一つでも多くのプログラムに出席できたことを評価して、次へのステップアップにつなげていく。

・声かけを行っても口数は少ないため声かけを行っていく。
（今後の計画・治療計画）

声かけを行っていき、会話ができるようになり、本人の情報が増えてきてから目標を変えて行くこととするため、目標、治療計画は継続とする。

	②デイケアやデイケア以外での日中活動を行い、生活リズムを整える。
	・IQ は検査結果から平均レベルと出ており、作業面では、機械的な作業を素早くこなすことは苦手であり、自分でイメージし、何かを作り上げる作業は素早くできるとある。その他、物事の法則性を見出すのが得意であり、全体の状況を見渡して計画を立てることが苦手との事である。

・エアロビクスに自主的に参加しており、参加した感想を聞くと「疲れました」と表情よく答えている。エアロビクスはスタッフの声がけなく自主的に参加している。

・運動療法以外の座学プログラムやSSTへも参加しており、感想を聞くと「エアロビの方がいい」と話している。運動療法以外のプログラムに参加した感想を聞くと、「わからない」と話している。

・プログラムで興味を持ったものはあるかを聞くと「いやー」と返答しており、興味を持ったものについてはまだ具体的に話すことはない。
	・デイケアに通うようになってからの生活に変化があったかどうかを聞いていく。
・自宅での生活状況を聞き、家での役割を考えて、デイケア以外での活動の機会を増やす。

・エアロビには自主的に参加しており、表情良く参加しているため今後は、水曜日の利用回数を増やすことや、エアロビ実施曜日の月、水、金を利用へと回数を増やしていくことができるように話し合っていく。

（今後の計画・治療計画）

声かけを行っていき、会話ができるようになり、本人の情報が増えてきてから目標を変えて行くこととするため、目標、治療計画は継続とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	社会復帰をする。
	①不安や恐怖を感じた時の対処法を身につける。


	①不安や恐怖を感じた時はスタッフに相談する。
	①相談しやすい関係を築くために、スタッフは声かけを行っていく。

	
	②睡眠や食事をしっかり摂り生活リズムを整える。
	②デイケアやデイケア以外での日中活動を行い、生活リズムを整える
	②デイケアでのプログラム参加状況を確認し、感想や興味のあることを聞き、デイケア以外での活動につなげる。
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